
只見町公民館物品貸出規定 

 

（趣旨） 

第１条 この規定は、只見町中央公民館、只見公民館、朝日公民館及び明和公民館（以下「公民

館」という。）が管理する物品の施設外への貸出しについて必要な事項を定めるものとす

る。 

（貸出物品） 

第２条 貸出しを行う物品は、図書及び別に定めがあるものを除き、公民館の所管に属し持ち出

しが可能な物品とする。 

  ２ 公民館が管理する他団体等の所有物品についても、所有団体の承認を得て、本規定に準

じて取り扱うものとする。 

（管理者） 

第３条 物品の管理及び貸出しについては、公民館長が行うものとする。 

（貸出対象者） 

第４条 物品の貸出しを受けることができる者は、次に掲げる全ての要件を満たしている者でな

ければならない。 

  （１）只見町内に本拠を置き、町民が組織する団体であるもの 

（２）使用目的が営利活動でないもの 

（３）使用目的が宗教活動または政治活動でないもの 

（４）法令及び公序良俗に反しないもの 

（５）その他、公民館長が特に必要があると認める要件を満たしているもの 

（貸出料） 

第５条 物品の貸出料は、無料とする。 

（使用手続き） 

第６条 物品の貸出しを受けようとする者は、物品借用申請書（様式第１号）を公民館長へ提出

し、使用許可を受けなければならない。 

  ２ 公民館長は、必要に応じ条件を付して許可することができる。 

（使用上の遵守事項） 

第７条 物品貸出しの許可を受けた者（以下「使用者」という）は、次の各号に掲げる事項を遵

守しなければならない。 

（１）許可された目的・用途のみに使用すること。 

（２）使用期間を遵守すること。 

（３）貸出しを受けた物品を転貸しないこと。 

（４）その他、公民館長が許可した条件に従って使用すること。 

（許可の取消） 

第８条 使用者に第４条に掲げる要件を満たしていない、または前条に定める事項を遵守してい

ない事実が見受けられるとき、もしくはその他の違反が確認された時は、公民館長はその

許可を取り消すことができる。 



（貸出期間） 

第９条 物品の貸出期間は７日以内とする。ただし、特別な事由があると公民館長が認める場合

はこの限りではない。 

（貸出・返却の受付） 

第 10条 物品の貸出、返却の受付は、貸付を受けた公民館の窓口とし、受付時間は、平日の８時

３０分から１７時の間とする。 

（返却の命令） 

第 11 条 公民館長は、使用者が特別な事由なくして貸出期限までに物品を返却しないとき、ま

たは第８条の規定による許可の取消しを受けた場合は、直ちに物品の返却を命ずることが

できる。 

２ 前項に規定するもののほか、使用者が虚偽その他不正な手段により、物品の借用を受け

たと認めるときは物品の返却を命ずることができる。 

（原状復帰） 

第 12 条 使用者は、物品を大切に取り扱わなければならない。また、物品を破損、汚損した場

合は、使用者の責任と負担により補修又はクリーニングを行い、原状に復さなければなら

ない。 

２ 前項の規定に関わらず、公民館長が物品の補修またはクリーニングを求めたときは、使

用者はこれに従わなければならない。 

（損害賠償責任） 

第 13 条 使用者は、物品を原状復帰できない程度に損傷し、又は紛失した場合は、同等品の調

達又はその損害に相当する額を弁償しなければならない。ただし、公民館長がやむを得な

い理由があると認めるときは、その額を減額し又は免除することができる。 

２ 公民館長は、物品の使用により申請者が被った損害又は傷害に対する賠償責任を負わな

い。 

 

附 則 

この要綱は、令和 7年６月１日から施行する 

 


